
記
念
す
べ
き
新
年
に
想

会
長
　
飯
田
　
精
鷹
　
は
岳
精
の
儘
、
家
元
と
な
り

一　

四
十
年
代
、
東
京
勤
務
と
な

っ
た
私
に

ま
す
。
今
は
只
、
限
り
な
い

一
吟
狂
の
樋
回
氏
が
横
山
先
生
を
紹
介
し
て

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
人
々

へ
の
想
い
と
、
感
謝
の
気
持
で

一
杯

一
く
れ
と
言
う
。
快
く
富
士
電
機
の
本
社
で

皆
様
の
健
康
と
平
和
を
お
祈
り
致
し
ま

一
で
す
。
二
代
目
宗
家
を
宣
し
く
お
願
い
し

一
会

っ
て
く
れ
た
宗
家
、
吟
剣
詩
舞

コ
ン
ク

す
「
記
念
す
べ
き
と
申
し
ま
し
た
の
は
、　
一
ま
す
」
続
い
て
宗
嗣
も
応
え
て

「今
は
只

一
―
ル
出
場
の
樋
回
氏
を
励
ま
し
て
く
れ
た
。

昭
和
な
ら
八
十
年
、
戦
後
六
十
年
、
千
代

一
大
変
な
事
に
な

っ
た
と
い
う
印
象
で
、　
二

　

ま
た
小
生
に
は
廿
五
年
振
り
に
、
お
眼

田
創
立
廿
年
を
迎
え
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。一
生
懸
命
努
め
る
覚
悟
で
す
」
と
。　
　
　
　
一
に
か
か

っ
た
金
成
社
長
。
社
長
室
の
正
面

尚
聾
操
た
る
横
山
大
人
の
過
ぎ
し
日
々
と
、
山
達
雄
を
訪
ね
る
よ
う
紹
介
さ
れ
た
時
に

一
後
半
、
漢
詩
、
吟
を
」
と
説
諭
さ
れ
た
。

賊駐モ卸期
帥コ
滋
つ想神建
れ蒙
瞬確い一勅
識脳ず掘味六十年
の薫陶
を受
け
て
一へ響れ計
ら一酢軒疎俺へ罐鋤ｒ跡粒
炉隠

第  2 口可

岳精流 日本吟院

月

馨 報

.平  成

千 代  ロ

8  有三  1

岳 精  会

ユフ
　慎嬌轄ぜわ
一れレだら「肝議
一な帥歓岬剌禁動走っ嘘ダ凱凱揺は
一大規。

Ｈ
Ｋ
ラ
ヂ
オ
放
送
は
漢
詩
よ
り
も
和
歌
で

一　

エハ
十
年
以
降
は
次
国
。

あ
り
、
横
山
達
雄
氏
の
声
が
放
送
さ
れ
た
。一　

，こ
の

一
月
に
磯
田
副
会
長
が
本
部
の
副

幹
事
長
に
抜
擢
さ
れ
た
。
当
人
の
名
誉
は

勿
論
の
事
、
千
代
田
に
と

っ
て
も
、
こ
の

上
な
い
喜
び
で
あ
る
。
心
か
ら
お
目
出
度

う
を
申
し
上
げ
た
い
。
ご
高
承
の
通
り
、

磯
田
さ
ん
は
神
童
と
言
わ
れ
た
栃
木
鳥
山

の
人
、
人
情
に
厚
く
、
人
の
世
話
を
よ
く

さ
れ
る
人
、
新
し
い
天
地
で
又
大
い
に
羽

ば
た
い
て
戴
き
た
い
。

な
ご
紹
介
か
ら
地
域
の
特
徴
ま
で
懇
切
に

教
え
て
頂
い
た
。
こ
の
頃
か
ら
宗
家
の
レ

コ
ー
ド
を
沢
山
集
め
、
そ
の
節
調
を
、
声

を
、
心
を
学
び
始
め
た
。
そ
し
て
青
森
、

国
分
寺
、
岡
山
と
詩
吟
学
院
に
首
を
突
込

み
、
昭
和
五
十
二
年
に
発
足
し
た
岳
精
流

へ
と
向
か

っ
た
。
恩
師
の
元

へ
で
あ
る
。
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平
成
十
七
年
温
習
会
十

一
月
廿
六
日
南
大
塚
ホ
ー
ル
で
開
催

◎    ◎    ◎  しさ下女担  ま た格  き曲新手
中   初    無独いれ さ子 当全持懇

°
調 ご様 と体作企

三二優伝三二優伝三二優伝吟
｀
た つ教 の員込親有高来を趣詩 り画

位位勝以位位勝 の位位勝のコそ酒た場丸でま会難 く賓演向にで構

上    部    部 ン し井前 のの
｀
れは う温の じを剣十成

クて llA田 皆内前楽温ご習両満凝舞篇吟
l楽山達 さ第 日し習ざ会先場 らがのは
ル しさ泉ん一遅い会いを生のせ花絶詩
入いん

｀｀｀
く交のま祝は大人を句歌

賞温
｀
音映東ま歓熱 しつ

｀
拍生添

｀
研

者習お響像陽でが気たて四手のえ律修
会陰全を町取続が

・下本で達
｀
詩会

でで般担
｀
組け
｀ さのあ人演 ｀メ

し素を当丸ま らそ い高 つ達歌俳ン
た晴構 しのれれの ま声たの

｀
句バ

°
ら成て内たたま しで

°
生浪
｀
|

犬
飼
　
　
二発

吉
田
　
昭
子

山
本
　
忠
次

雅
泉
紘
泉
湘
泉

玉
山
大
山
幸
山

（」「「か　　　　一　一　）

（新
　
宿
）

（
ハ
ザ
マ
）

（神
　
田
）

（神
　
田
）

貫

ザ
マ
）

（４九
　
　
一　一）

（東
陽
町
）

（草
　
加
）

の

渡植八部 高粕 内

辺村 田 橋川 山

温
習
会

コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
て

丸
の
内
第
二
　
犬
飼
　
尭

こ
の
度
の
温
習
会
で
無
伝
の
部
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

（中
秋
の
月

・
蘇
戟
作
）

吟
詠
中
は
、
た
だ
詩
を
間
違
え
な
い
よ
う

に
と
い
う
思
い
だ
け
が
頭
の
中
を
過
ぎ
る

だ
け
で
、
終
わ

っ
て
も
果
た
し
て
上
手
く

い

っ
た
の
か
ど
う
か
、
ま
る
で
分
か
ら
な

い
状
態
で
し
た
。
席
に
戻

っ
て
先
輩
諸
氏

か
ら
、
大
変
良
か

っ
た
と
聞
か
さ
れ
て
前

回
次
点
だ

っ
た
か
ら
ひ
ょ
つ
と
す
る
と
入

賞
出
来
る
か
も
と
意
識
し
出
し
た
の
で
す
。

そ
れ
が
優
勝
と
は
…
何
と
も
は
や
驚
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
岩
崎
先
生
の
ご

指
導
と
、
先
輩
諸
氏
の
応
援
の
賜
物
と
心

よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
若
輩
者
の
小
生
で
す
が
、
今

後
と
も
宜
し
く
ご
指
導

の
ほ
ど
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

お
目
出
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（敬
称
略
）

皆
伝
　
ハ
ザ

マ
　
　
　
　
　
鈴
木
　
龍
成

奥
伝
　
丸
の
内
第

一　
　
　
江
口
　
越
風

丸
の
内
第
二
　
　
　
一九
廣
　
恵
風

全
　
　
　
　
　
　
　
窪
田
　
香
風

東
陽
町
　
　
　
　
　
荻
　
　
裕
風

こ
の
他
、
皆
伝
師
範
四
名
、
奥
伝
師
範

六
名
、
中
伝
準
師
範
甘
二
名
の
方
々
が
合

格
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
昇
伝
者

晩
秋
に
熟
年
パ
ワ
ー
溢
れ
た

創
立
廿
周
年
を
来
年
に
控
え
、
プ
レ
大

会
の
雰
囲
気
で
準
備
に
入

っ
た
が
、
そ
こ

は
吟
大
好
き
の
熟
年
男
女
、
内
容
に
も
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
も
担
当
教
場
の
皆
さ
ん
の
気

合
い
の
こ
も

っ
た
温
習
会
で
あ

っ
た
。

飯
田
会
長
が
奥
様
の
健
康
が
す
ぐ
れ
な

い
た
め
欠
席
さ
れ
た
が
、
本
部
よ
り
坂
井

龍
鷺
事
業
部
副
部
長
、
池
田
龍
翔
青
年
部

副
部
長
と
次
の
岳
精
流
を
背
負

っ
て
立

つ

と
期
待
の
気
鋭
の
先
生
方
を
来
賓
と
し
て

お
迎
え
し
、
磯
田
副
会
長
以
下
全
員
で
き

り

っ
と
引
締
ま

っ
た
進
行
で
あ

っ
た
。

耳
塚
東
陽
町
教
場
長
の
司
会
で
、
物
故

会
員

へ
の
黙
梼
で
始
ま

っ
た
今
年
の
注
目

の
内
容
は
、
無
伝
、
初
伝
、
中
伝
以
上
に

別
れ
た
独
吟

コ
ン
ク
ー
ル
、
吟
剣
詩
舞
道

吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
凱
旋
吟
、
武

道
館
合
吟

コ
ン
タ
ー
ル
入
賞
の
男
女
出
場

者
披
露
吟
、
詩
歌
研
修
会
の
企
画
構
成
吟

「人
生
模
様
」
と
例
年
通
り
盛
り
沢
山
。

独
吟

コ
ン
タ
ー
ル
で
は
後
記
の
方
々
が

栄
誉
を
獲
得
し
表
彰
さ
れ
た
。
凱
旋
吟
は

入
賞
の
廿
二
名
が
東
日
本
大
会
十
位
の
金

子
澄
泉

（東
陽
町
）
を
先
頭
に
四
位
入
賞

の
林
龍
吾
神
田
教
場
長
を
ト
リ
に
堂
々
の

発
表
。
披
露
吟
は
、
十
数
回
の
厳
し
い
訓

練
に
よ
る
個
々
の
際
立

っ
た
吟
力
向
上
に

副
目
さ
せ
ら
れ
、
来
年
の
男
女
チ
ー
ム
の

武
道
館
が
期
待
さ
れ
る
。
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【私
の
心
に
残
る

一
詩
】
そ
の
十
三

東
陽
町
副
教
場
長
　
一化
山
　
桜
風

中
秋

の
月

誅

　
執

暮
雲
収
菫
溢
清
寒
　
銀
漢
黒
孝
特
玉
盤

此
生
比
夜

不
長
好
　
明
月
明
年
何
庭
着

東
陽
町
教
場
が
出
来
た
ば
か
り
の
頃
、

よ
く
こ
の
吟
を
透
明
感
の
あ
る
９
本
の
声

で
吟
じ
て
い
た
人
が
い
ま
し
た
。
間
も
無

く
そ
の
人
は
ま
る
で
自
分
の
人
生
を
見
通

し
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
五
十
八
歳
の
若

さ
で
こ
の
世
を
去

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

凛
と
冷
た
く
澄
ん
だ
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
の
月
に
は
、
大
き
な
宇
宙
の
中
の
小
さ

な
地
球
が
見
え
る
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま

す
。

な
ん
と
承
旬

の
後
、
転
句
の
後
に
期
せ
ず

十
七
年
度
の
温
習
会
で
も
、
こ
の
吟
が

多
く
の
人
に
吟
じ
ら
れ
ま
し
た
。
吟
を
通

し
て
感
じ
合
え
る
仲
間
が
い
る
幸
せ
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
廿
周
年
に
向
か

っ
て
吟

友
の
皆
様
の
健
康
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し

ま
す
。

〆

千
代
田
創
立
廿
周
年
記
念
大
会

わ
れ
ま
す
。
各
担
当
部
門
チ
ー
フ
と
、

四
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
の
全
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

記
念
大
会
の
最
大

の
テ
ー
マ
で
あ

「
企
画
構
成
吟
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
大
江
戸
」
を
テ
ー
マ
に
、
二
月
末
ま

で
に
大
綱
が
決
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

「
廿
年
史
」
そ
の
他
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

に

つ
き
ま
し
て
も
、
そ
れ
そ
れ
早
急
に

立
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま

す
。次
に
皆
様
か
ら
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
を
報
告
致
し

ま
す
。

「
単

一
の
教
場
色
を
薄
め
、
会
が

一
体

と
な

っ
た
共
演
と
し
た
い
」

「
漢
詩
を
中
心
と
し
た
吟
で
構
成
し
た

い
」
「
今
様
、
演
歌
、
流
行
歌
等
を
適
宜
組

込
み
た
い
」

と
の
貴
重
な
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
、
六
０
％
以
上

と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
感
謝
致

し
ま

す
。

こ
の
結
果
を
十
分
に
参
考
と
さ
せ
て
頂

き
、
今
後
の
計
画
作
成
の
中
で
折
り
込

ま
せ
て
頂
き
ま
す
。

さ
あ
、
い
よ
い
よ
廿
周
年
の
記
念
す

き
年
の
始
ま
り
で
す
。

全
員
参
加
を
旗
印
に
、
楽
し
い

「
記

念
大
会
」
と
な
る
べ
く
、
総
力
を
結
集

し
ま
し
ょ
う
。

月「“鵠一酷稼機（嫁ほ鮮卸れ「紳嗽洵等
　
　
（準備委員会
レポ
ート３）

れ
貰総嶋江紬
つ手が雛
に「け
”輌村ピ
一　ま升
ｔ瑚物騨
跡嬢顧梁螂舗睦激
れ

い
つ
ま
で
も
拍
手
が
続
き
ま
し
た
。
き

っ
一　
の
役
目
を
終
え
、
本
年

一
月
か
ら
は

私
も
こ
の
吟
を
時
々
吟
じ
て
み
ま
す
が
豊

会
の
メ
ン
バ
ー
に
十
部
門
か
ら
構
成
さ

臓勅
量
い醐
℃
な
ど”
臓α叫ゴ
名
僣
椰
一
「れ協
鴨螂
り
「及ガ
ロ「れ麺珊
り
「吟脂
野

】̈
葬嘲ポ】“蒙脚つしり̈
』赫韓獅ぁ一　』十第っ【嚇靱嘩「犠義事は絆了一観針

と会場の人々
の心が、この吟を通じ一生一馨輛ン委委澤峰一時は『瞬れ鑢聯ず　一　聾“締蜘”罐囃昨い爆は」は螂一

て

一
つ
に

な

っ
た

の

で

し

ょ
う

。

は

も

こ

つ

吟

を

時

々

吟

じ

て

み

糞

井

ド

、

れ
る
よ
う
年
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思

っ
一

〈至

の
四
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
の
チ
ー
フ
を
　
一　
ベ
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第
三
八
回
全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会

女
子
二
位

・
男
子
八
位
と
揃

っ
て
入
賞

十

一
月
十
三
日

（日
）
日
本
武
道
館
で

開
催
さ
れ
、
本
部
男
女
２
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
千
代
田
か
ら
も
多
数
が
参
加
、

厳
し
い
練
習
を
重
ね
た
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
た
結
果
、
女
子
チ
ー
ム
が
堂
々
の
二

位
、
男
子
は
八
位
入
賞
と
大
健
闘
で
あ

っ

た
。
大
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
獲
得
し
納
得
の
女

子
と
対
照
的
に
、
出
場
男
子
廿
三
チ
ー
ム

の
ト
ッ
プ
で
あ

つ
た
が
、
二
年
前
と
同
順

位
の
男
子
は
、
宿
題
を
残
し
た
と
も
言
え

る
結
果
で
あ

っ
た
。

共
に
更
な
る
向
上
を
目
指
し
精
進
し
た

い
も
の
で
す
。

全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会

合
吟

コ
ン
タ
ー
ル
に
出
場
し
て

丸
の
内
女
子
　
板
橋
　
嵯
泉

「
二
位
、
五
十
二
番
岳
精
流
日
本
吟
院
女

子
」
の
発
表
に
、
私
達
は

「
ワ
ー
ッ
」
と

歓
声
を
揚
げ
た
。
吟
題
は
頼
山
陽
作

「楠

公
子
に
訣
る
る
の
図
に
題
す
」
八
本
．
五

月
よ
り
十
数
回
の
特
訓
を
、
渡
精
華
、
前

澤
龍
淳
両
先
生
よ
り
受
け
て
の
出
場
で
し

た
。
発
声
練
習
で
、
六
本
、
七
本
の
声
が

八
本
の
声
に
な

っ
て
い
く
合
吟
の
不
思
議

さ
を
知
り
ま
し
た
。
私
は
三
度
目
の
出
場

で
し
た
が
、
今
回
は
早
い
時
期
か
ら
吟
の

内
容
を
深
く
追
求
す
る
ご
指
導
で
し
た
。

勢
い
よ
く
吟
ず
る
と
こ
ろ
、
静
か
に
詠
ず

る
と
こ
ろ
、
抑
揚
を
つ
け
る
と
こ
ろ
等
々
、

と
て
も
細
か
い
注
文
が
出
さ
れ
た
の
で
す
。

う
ま
く
い

っ
て
な
い
と
こ
ろ
が
、
や

っ
と

出
来
た
と
思

っ
た
ら
、
最
初
う
ま
く
出
来

て
い
た
と
こ
ろ
が
駄
目
に
な
る
、
何
回
も

何
回
も
く
り
返
し
詠

っ
て
鉢
に
叩
き
込
ん

で
い
き
ま
す
。
初
め
は
バ
ラ
バ
ラ
だ

っ
た

全
員
の
気
持
が
、
回
を
重
ね
る
毎
に

一
つ

に
な

っ
て
ゆ
き
、　
一
体
感
が
出
て
来
ま
す
。

こ
う
し
て
五
十
五
人
全
員
が
当
日
無
事
に

出
場
出
来
る
事
を
願

っ
て
練
習
し
ま
し
た
。

当
日
、
今
ま
で
練
習
し
た
事
を
必
死
に

出
し
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
皆
で

一
斉
に

出
る

「草
木
…
」
に
力
強
さ
が
足
り
な
か

っ
た
よ
う
で
し
た
。

新
し
い
試
み

神
田
　
福
島
　
赳
風

平
成
十
七
年
十
月
十
三
日
、
井
田
岳
精

会
創
立
廿
五
周
年
記
念
吟
道
大
会
に
、
神

田
教
場
の
十
名
が
千
代
田
岳
精
会
の
代
表

役
と
し
て
参
加
し
、
賛
助
吟
詠
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
男
子
五
名
、
女
子
五
名
の
組

合
せ
で
、
吟
題
は

「江
倫
に
贈
る
」
李
白

作
で
し
た
。
池
田
康
山
さ
ん
と
粕
川
紘
泉

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
を
持
ち
、

特
に
出
だ
し
に
気
を
つ
け
ま
し
た
。
全
員

無
事
終
わ

っ
て
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
式
典
の
際
、
滝
田
精
芳
幹
事
長

が
、
こ
の
合
吟
に
つ
い
て
特
に
触
れ
ら
れ

「今
回
の
合
吟
は
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い

試
み
の

一
つ
と
い
う
印
象
を
受
け
た
」
と

披
露
さ
れ
、　
一
度
に
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

男
子
と
女
子
の
混
成
合
吟
で
は
、
声
の

高
さ
が
違
う
、
だ
が
ら
合
せ
方
が
難
し
い
。

最
初
は
音
楽
テ
ー
プ
や
Ｃ
Ｄ
の
何
番
の
音

業
が
ス
タ
ー
ト
し
や
す
い
と
か
、
試
し
て

み
ま
し
た
が
女
子
の
皆
さ
ん
が
出
だ
し
を

捕
え
に
く
く
、
大
会
出
席
の
二
～
三
日
前

に
、

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
で
出
だ
し
を
鮮
明
に

し
、
先
導
者
を
決
め
、
そ
の
後

一
斉
に
合

吟
に
移
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
女
子
八
本

と
男
子
二
本
の
組
合
せ
と
か
、
女
子
七
本

と
男
子

一
本
の
ほ
う
が
良
い
と
か
…
、
色

々
議
論
し
ま
し
た
。
実
際
に
舞
台
の
印
象

は
、
ど
う
だ

っ
た
の
か
。

女
子
の
声
に
、
男
子
の
声
が
消
さ
れ
て

し
ま

っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
無
か

っ

た
の
で
す
が
、
合
吟
は
本
当
に
難
し
い
も

の
だ
な
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
滝
田
幹
事
長
の
お
話

で
、
神
田
教
場
の
合
吟
チ
ー
ム
も
、
こ
の

日
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
、
何
で
も
新
し
い
事
に

挑
戦
す
る
千
代
田
岳
精
会
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を

一
層
高
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
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年
男

ｏ
年
女

今
年
の
干
支
は

丙
成

（
ひ
の
え
い
ぬ
）
で
す

楽
し
く
吟
ず
る

丸
の
内
第

一　

稲
垣
　
藤
風

平
成
五
年
六
月
、
吟
の
音
調
の
魅
力
に

引
か
れ
て
入
会
。
当
時
本
社
七
階
の
あ
の

重
厚
な
講
堂
で
飯
田
先
生
直
々
の
指
導
を

頂
き
、
以
来
十
二
年
余
り
…
。

今
年
の
年
女
、
八
十
四
歳
。
親
の
時
代

六
十
、
七
十
は
随
分
お
年
寄
り
と
感
じ
て

い
た
の
に
自
分
が
八
十
台
と
は
…
。

大
正
末
、
関
東
大
震
災
か
ら
始
ま

っ
て

戦
前
、
戦
中
、
戦
後
目
ま
ぐ
る
し
い
時
代

が
終
わ

っ
て
平
和
な
現
在
。
満
ち
足
り
遇

ぎ
て
の
当
世
情
の
現
状
。
煩
わ
し
い
世
情

の
渦
は
、
そ

っ
と
横
に
眺
め
、
声
の
衰
え

を
感
じ
乍
ら
、
吟
に
打
ち
込
め
る
自
分
の

境
遇
を
感
謝
し
つ
つ
、
吟
友
と
の
木
曜
日

の
教
場
と
千
代
田
岳
精
会
の
幹
事
さ
ん
方

の
お
骨
折
り
の
行
事
の
数
々
。

楽
し
く
感
謝
で

一
杯
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

吟
友
と
の
繋
が
り
東
陽
町
　
赤
根
　
惇
山

久
し
ぶ
り
の
年
男
で
す
。
振
り
返
れ
ば

明
治
生
命
入
社
七
年
目
に
迎
え
た
初
め
て

の
転
勤
は
富
山
支
社
、
そ
こ
で
上
司
の
磯

田
龍
真
副
会
長
に
巡
り
会
い
ま
し
た
。
仕

事
だ
け
で
な
く
高
級
ク
ラ
ブ
で
の
酒
の
飲

み
方
、
お
座
敷
で
の
芸
妓
相
手
の
踊
り
方

ま
で
多
く
の
薫
陶
を
受
け
ま
し
た
。

そ
し
て
川
崎
支
社
、
そ
こ
で
は
岩
崎
龍

慶
氏
と
ご

一
緒
。
十
九
年
目
に
神
戸
支
社

か
ら
松
江
支
社
に

「桑
乾
を
度
る
」
で
赴

任
。
そ
こ
の
大
先
輩
支
社
長
が
飯
田
精
鷹

会
長
。
そ
し
て
定
年
間
近
の
東
陽
町
勤
務
、

残
業
後
に
喫
茶
室
を
の
ぞ
く
と
詩
吟
勉
強

後
の

一
行
。
今
は
亡
き
平
井
紅
風
、
若
い

菅
原
琴
風
、
太
田
翠
風
の
美
人
連
に
誘
わ

れ

「山
中
幽
人
と
対
酌
す
」
で
つ
い

一
杯
。

定
年
と
共
に
勇
ん
で
の
入
会
が
六
十
歳
。

後
輩
に
は
武
田
弘
山
、
前
田
道
山
氏
。

前
も
後
も
立
派
な
吟
友
が
重
な
り
押
し
潰

さ
れ
そ
う
。

還
暦
？

錬
水
　
由石
本
　
行
山

自
分
が
還
暦
を
迎
え
る
事
な
ど
夢
に
も

思
わ
な
か

っ
た
事
で
す
。
赤
い
チ
ャ
ン
チ

ャ
ン
コ
は
多
分
私
に
は
似
合
わ
な
い
こ
と

で
し
ょ
う
。

年
齢
を
感
じ
始
め
た
の
は
趣
味
の
世
界

の
変
化
か
ら
で
し
た
。
子
供
の
頃
か
ら
親

し
ん
で
い
た
野
球
で
、
打

っ
て
も
走
れ
な

い
、
球
が
飛
ん
で
き
て
も
第

一
歩
が
出
な

い
と
衰
え
を
認
め
退
部
。
乗
馬
、
ヨ
ッ
ト

も
人
と
競
う
競
技
会
や
レ
ー
ス
は
鬱
陶
し

く
な
リ

マ
イ
ベ
ー
ス
で
の
楽
し
み
に
変
わ

り
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
詩
吟
、

投
扇
、
居
合
と
日
本
的
な
も
の
に
心
の
安

ら
ぎ
を
覚
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

詩
吟
で
は
、
歴
史
あ
る
地
元
市
川
の
探

索
時
や
、
出
張
先
で
立
寄
る
旧
蹟
で
吟
じ

て

　ゝ
一
時
そ
の
世
界
に
浸
る
と
い
う
時
空

を
跨
ぐ
楽
し
み
を
見
出
し
て
い
ま
す
。

今
年

の
目
標
東
陽
町
　
八
尾
　
葉
山

明
け
ま
し
て
お
目
出
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昭
和
九
年
生
れ
の
私
は
、
何
と
七
回
目

の
成
年
を
迎
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
振

り
返

っ
て
み
ま
す
と
、
還
暦
の
年
に
始
め

た
詩
吟
も
、
も
う
十
二
年
の
歳
月
を
経
過

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

生
来
の
悪
声
で
高
音

の
出
な
い
声
帯
、

か
ろ
う
じ
て
水
四
本
で
始
め
た
吟
詠
で
し

た
が
、
そ
の
後
先
生
方
の
ご
指
導
で
水
三

本
ま
で
上
が
り
、
昨
年
か
ら
水
二
本
に
挑

戦
し
て
い
る
昨
今
で
す
。
今
年
の
目
標
は
、

こ
の
水
二
本

の
吟
詠
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

で
す
。
そ
し
て
今

一
つ
は

「
は
な
ち

ぐ
」
即
ち

私

の
パ
ソ
コ
ン
で
の

「
花
の
日
記
」
で
す
。

イ

ン
タ
ー‥
ネ

ッ
ト
の
世
界

で
、
い
ま
最
も

ん

で
い
ま
す
。
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私
は
昨
年
六
月
に
立
上
げ
て
以
来
毎
日

の
よ
う
に
、
四
季
折
々
の
花
の
情
報
を
写

真
を
つ
け
て
発
信
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
カ
メ
ラ
を
片
手
に
、
花
を
求
め

て
歩
き
回
る
の
が
、
今
の
生
き
甲
斐
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
毎
日
健
康

で
、
心
に
適
し
た
生
活
を
楽
し
む
事
が
必

要
で
す
。
今
年
は
本
気
で
声
を
鍛
え
、
そ

し
て

「
は
な
ろ
ぐ
」

（
，
一
け
υ

¨
ヽ

ド

”
０
，
【
Ｏ
ｍ

・
ｏ
①
Ｏ
ｏ
，
”
・
●
①

”
＼
）
を
年
に
少
な
く
と
も
三
百
日
発
信

（更
新
）
出
来
る
よ
う
元
気
な

一
年
に
し

た
い
も
の
で
す
。

吟
詠

一
筋
遊
行
の
道

ヘ

清
水
　
寺
沼
　
智
山

老
来
、
新
年
に
想
う
。
今
、
御
仏
の
謂

う
林
住
か
ら
遊
行
の
期
に
入

っ
て
、
生
き

て
き
た
身
の
倖
せ
を
感
謝
し
、
更
に
次
世

代
に
遺
せ
る
も
の
を
求
め
て
、
努
力
せ
ね

ば
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
お
ぞ
ま
し
い
世
情
で
す

ね
。
人
が
救
い
を
求
め
て
信
ず
べ
き
宗
教

が
、
戒
律
を
尊
重
す
る
イ
ス
ラ
ム
、
愛
を

説
く
キ
リ
ス
ト
も
何
故
人
の
心
を
、
命
ま

で
も
奪
う
の
で
し
ょ
う
。

私
達
は
子
供
の
頃
か
ら
仏
の
慈
悲
を
信

じ
、
孔
孟
に
通
ず
る
儒
の
教
え
を
受
け
て

学
研
期
を
了
え
ま
し
た
。
更
に
鎮
守
の
社

が
近
く
に
あ

っ
て
、
神
を
敬
い
清
く
、
直

く
恥
を
知
れ
と
教
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

何
は
な
く
て
も
そ
れ
な
り
に
楽
し
い
平
和

な
昭
和
の
時
代
で
し
た
。
こ
の
心
の
和
ら

ぎ
を
願

っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

わ
が
家
も
曽
孫
三
人
に
な
り
元
気
に
育

っ
て
い
ま
す
。
孫
等
が
結
婚
に
当
り
私
が

贈

っ
た
本
を
読
ん
で
、
し

っ
か
り
実
行
し

て
い
る
由

「
あ
た
た
か
い
心
を
育
て
る
育

児
の
原
理
」
と
い
う
も
の
。

「生
ま
れ
た

ら
、
ま
ず
母
の
初
乳
を
飲
ま
せ
よ
う
。
し

っ
か
り
抱
き
じ
め
て
鯛
れ
合
い
を
大
切
に
」

こ
う
し
た
育
て
方
が
、
次
の
学
研
期
の
忍

耐
と
努
力
を
体
で
覚
え
、
充
実
感
を
味
わ

う
原
点
に
な
り
、
や
が
て

一
家
を
構
え
て

全
て
を
仕
切
る
家
住
期
を
了
え
る
事
が
出

来
る
と
言
う
考
え
方
で
す
。

私
は
今
迄
の
い
く
つ
か
の
趣
味
の
生
活

か
ら
離
れ
、
こ
れ
か
ら
は
吟
詠

一
筋
に
打

込
ん
で
随
々
、
遊
行
の
道
を
楽
し
み
た
い

と
存
じ
ま
す
。

吟
友
諸
兄
姉
の
心
か
ら
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

詩
吟
は
友丸
の
内
第

一　

魚
井
　
啓
風

も
う
七
十
二
歳
、
振
り
返

っ
て
見
れ
ば

オ
ン
チ
オ
ン
チ
と
言
わ
れ
て

（兄
弟
姉
妹
）

は
や
七
十
二
年
。
妹
か
ら
は
根
深
節

（関

西
弁
）
と
言
わ
れ
た
。
ネ
ブ
カ
と
は
葱
の

事
で
あ
る
。
声
は
好
い
が
？
節
が
無
い
と

笑
わ
れ
た
。
だ
が
下
手
の
横
好
き
と
言
う

か
唄
が
大
好
き
で
す
。
小
唄
七
年
、
民
謡

八
年
、
詩
吟
廿
年
と
ウ
ナ

っ
て
来
た
。
飲

め
る
時
だ
け
出
席
？
あ
る
先
生
か
ら
オ
ン

チ
は
千
人
に

一
人
位
、
た
だ
君
は
発
声
が

間
違

っ
て
い
る
、
水
二
本
で
吟
じ
て
み
な

さ
い
と
言
わ
れ
た
。
皆

の
前
で
迷
惑
を
掛

け
な
が
ら

一
所
懸
命
習

っ
た
お
か
げ
で
声

だ
け
は
出
る
よ
う
に
な

っ
た
。

詩
吟
は
友
で
す
。
私
の

一
生
の
友
と
し

で
吟
じ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「皆
伝
」
審
査
を
受
審
し
て

ハ
ザ

マ
教
場
　
鈴
木
　
龍
成

入
会
以
来
十
八
年
一
節
々
で
昇
伝
、
師

範
位
の
受
審
機
会
を
経
て
き
ま
し
た
。

そ
の
都
度
新
た
な
緊
張
感
を
感
じ
た
も

の
で
す
。
今
回
の

「皆
伝
」
受
審
は
、
そ

う
し
た
段
階
の
中
で
最
高
の
“
重
み
”
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

「皆
伝

と
い
う
言
葉
の
持

つ
毅
然
さ
に
比
し
て
、

こ
れ
ま
で
自
分
の
辿

っ
て
き
た
吟
の
道
の

頼
り
な
さ
に
は
任
泥
た
る
も
の
を
感
じ
た

次
第
で
す
。

当
日
の
審
査
は
、
図
ら
ず
も
宗
家
で
担

当
の
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、　
一
層
の
緊
張
感

を
覚
え
る
と
と
も
に
、
宗
家
最
後
の
ご
指

導
の
機
会
に
浴
し
た
こ
と
に
感
動
い
た
し

ま
し
た
。
課
題
吟
は
二
題
、
い
ず
れ
も
私

の
好
き
な
吟
で
し
た
の
で
秘
か
な
る
自
信

畿 い

^ ―
b

貯

絆
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も
抱
い
て
臨
み
ま
し
た
が
、　
菖
同
山
の
歌
」

を
と
の
宗
家
の
指
示
の
お
声
に
は
、
改
め

て
身
の
引
締
ま
り
を
覚
え
ま
し
た
。
特
に

指
摘
を
受
け
る
ミ
ス
も
な
く
吟
じ
終
え
る

こ
と
が
出
来
、
安
堵
い
た
し
ま
し
た
が
、

何
時
も
な
が
ら
の
、
吟
者

へ
向
け
ら
れ
た

宗
家
の
鋭
い
視
線
と
、
吟
じ
終
え
た
あ
と

の
温
か
い
内
容
の
あ
る
ア
ド
バ
イ
ス
の

一

言
に
は
、
吟
の
道
を
極
め
ら
れ
た
方
の
重

さ
を
感
じ
、
印
象
的
で
し
た
。

当
日
、
多
様
な
部
門
に
受
審
挑
戦
さ
れ

た
吟
友
諸
氏
と
も
、
健
闘
を
讃
え
合

っ
た

一
日
で
し
た
。

奥
伝
を
受
け
る
に
あ
た

っ
て

丸
の
内
第
二
　
一瓦
広
　
恵
風

今
か
ら
十

一
年
前
、
明
治
生
命
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。
昼
食
時
に
飯

田
会
長
の
詩
吟
指
導
が
有
る
の
で
行

っ
て

見
な
い
？
と
太
田
翠
風
さ
ん
か
ら
の
お
誘

い
が
有
り
軽
い
気
持
ち
で
見
学
に
伺
い
ま

し
た
。
練
習
を
始
め
て
感
じ
た
事
は
、
娘

時
代
と
違

っ
て
声
も
出
ず
、
節
調
も
仲
々

覚
え
ら
れ
ず
入
会
し
た
事
を
悔
み
ま
し
た
。

岩
崎
教
場
長
を
は
じ
め
諸
先
生
方
の
粘

り
強
い
指
導
に
よ

っ
て
、
や

っ
と

一
通
り

の
節
調
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
度

奥
伝
の
審
査
を
受
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
感
情
を
表
わ
す
事
は
仲
々
難
し
く
今

後
の
課
題
と
し
て
勉
強
し
よ
う
と
思

っ
て

い
ま
す
。

審
査
会
場
で
は
宗
家
よ
り

「雰
囲
気
に

負
け
な
い
よ
う
に
」
と
の
言
葉
が
有
り
、

そ
の
場
で
は
納
得
し
た
の
で
す
が
、
い
ざ

自
分
の
吟
が
始
ま
り

「龍
虎
」
の
吟
題
を

頂
く
と
用
意
し
て
い
た
詩
文
を
思
わ
ず
見

て
吟
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
佐
々
木
先
生

か
ら
批
評
で
、
奥
伝
を
受
け
る
事
は
自
ら

吟
の
勉
強
を
し
よ
う
と
言
う
意
を
決
し
た

方
々
で
す
か
ら
以
後
詩
文
は
持
た
な
い
で

下
さ
い
と
の
注
意
を
受
け
ま
し
た
。
自
分

の
吟
に
対
す
る
取
組
み
方
が
甘
い
事
を
思

い
知
ら
さ
れ
、
恥
じ
る
ば
か
り
で
す
。

良
い
勉
強
を
さ
せ
て
頂
き
、
今
後
と
も

宜
し
く
ご
指
導
お
願
い
致
し
ま
す
。

奥
伝
審
査
を
受
審
し
て

鎌

ヶ
谷
分
教
場
長
　
荻
　
裕
風

文
化
の
日
に
奥
伝
審
査
の
吟
技
を
受
審

し
ま
し
た
。
生
来
の
方
向
音
痴
で
会
場
に

到
着
出
来
る
か
心
配
で
し
た
が
、
幸
い
川

崎
駅
改
札
で
魚
井

・
江
口
両
兄
に
お
会
い

し
無
事
到
着
し
ま
し
た
。
温
習
会
前
の
コ

ン
ダ
ク
タ
ー
研
修
会
や
、
鎌

ヶ
谷
教
室
の

運
営
等
の
疲
れ
に
体
調
の
不
良
も
重
な
り
、

事
前
の
勉
強
会
に
欠
席
し
、
課
題
吟
の
詩

文
も
覚
え
ら
れ
な
い
ま
ま
の
最
悪
の
状
態

で
し
た
が
ゝ
待
ち
時
間
の
間
に
諸
先
輩
の

激
励
や
吟
友
と
の
会
議
で
落
着
き
ま
し
た
。

審
査
員
は
佐
々
木
精
穂
先
生
で
、
五
人

づ
つ
入
室
し
私
は

「龍
虎
』
の
指
示
が
あ

り
ま
し
た
が
、
自
信
無
く
吟
譜
を
見
る
許

可
を
得
て
ど
う
に
か
吟
じ
、
俳
句
は
何
と

か
出
来
ま
し
た
。
講
評
は
ま
あ
ま
あ
だ

っ

た
記
憶
し
か
な
く
、
十
数
回
目
の
受
審
で

初
め
て
の
醜
態
で
し
た
。
挽
回
に
論
文
に

四
日
か
け
仕
上
げ
提
出
。
き
た
る

「奥
伝

師
範
」
試
験
に
は
心
身
の
調
整
を
し
て
臨

ま
ね
ば
と
決
心
し
た
次
第
で
す
。

細
井

・
耳
塚
両
兄
の
誘
い
で
定
年
直
後

の
十
月
七
日
に
入
会
し
て
以
来
、
十
三
年

目
で
漸
く
亡
母
の

「奥
伝
静
風
」
に
近
付

く
事
が
出
来
た
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
、
入
会
時
の
磯
田
教
場
長
、
岩
崎
、

林
先
生
と
吟
友
諸
兄
姉
の
お
陰
と
感
謝
の

念
に
絶
え
ま
せ
ん
。‐

「師

・
吟
友
無
く
し
て
何
の
己
ぞ
」
と
心

得
て

一
層
の
精
進
を
致
す
所
存
で
す
。

奥
伝
審
査
会
に
臨
む

丸
の
内
第

一
　

江
回
越
風

昨
年
の
文
化
の
日
、
本
部
に
お
け
る
奥

伝
審
査
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
私
は
実

技
審
査
で
午
後
の
部
で
し
た
が
、
最
初
に

審
査
の
先
生
方
の
紹
介
が
あ
り
、
代
表
し

て
宗
家
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た

「私
は
此
の

審
査
が
宗
家
と
し
て
最
後
の
審
査
に
な
り

ま
し
た
」
と
、
少
し
寂
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

私
の
今
迄
の
想
い
出
の
中
に
強
く
印
象

に
あ
り
ま
す
こ
と
に
、
入
会
の
契
機
と
な

っ
た
飯
田
教
場
長

（当
時
）
の
最
初
の
吟

詠
が
あ
り
ま
す
が
、
機
会
が
あ

っ
て
入
会

早
々
宗
家
の
吟
を
間
近
に
お
聞
き
し
た
時
、

本
当
に
深
い
感
動
を
覚
え
た
思
い
が
あ
り

ま
す
。
練
習
で
は
明
治
生
命
本
館
７
Ｆ
講

-7-



堂
が
あ
り
ま
す
。
あ
の
場
所
で
の
練
習
は

格
別
で
、
良
き
想
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
丸
の
内
第

一
教
場
に
は
、
伴
平
風
、

林
筑
山
さ
ん
の
個
性
派
先
輩
が
居
ら
れ
練

習
の
楽
し
さ
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。　
一

日
も
早
い
病
気
回
復
を
願

っ
て
い
ま
す
。

当
時
、
井
手
先
生
を
中
心
に
、
平
井
紅
風
、

大
杉
緑
山
、
高
橋
耀
泉
さ
ん
と
今
は
亡
き

想
い
出
に
残
る
方
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
が
、

い
つ
も
明
る
く
、
楽
し
い
教
場
で
あ
り
ま

す
様
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
共
に
努
力

し
、
練
習
に
励
み
た
い
も
の
と
思

っ
て
お

り
ま
す
。
　

以
上
奥
伝
審
査
を
終
え
て
。

準
師
範
試
験
を
受
け
て

丸
の
内
第

一
　

右
ノ
子
　
菱
山

十

一
月
三
日
、
秋
晴
れ
の
休
日
な
の
に

気
持
は
落
着
か
ず
の
中
伝
準
師
範
の
受
験

日
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
吾
が
教
場

か
ら
は
四
名
が
臨
み
ま
し
た
。

大
会
議
室
で
宗
家
か
ら
の
ご
挨
拶
に
始

ま
り
、
続
い
て
担
当
の
諸
先
生
の
紹
介
と

受
験
に
対
す
る
注
意
事
項
が
有
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
筆
記
試
験
が
始
ま
り
ま
し
た
、

頭
の
中
は
真
白
く
な

っ
て
、
大
パ

ニ
ッ
ク
．

あ

っ
と
言
う
間
に
時
間
が
経
過
し
た
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。
午
後
は
面
接
で
す
。
廊

下
で
順
番
を
待

っ
て
い
る
間
ど
ん
な
質
問

が
あ
る
の
か
胸
は
ド
キ
ド
キ
で
す
、
自
分

の
番
に
な
り

一
礼
し
て
椅
子
に
座
り
ま
し

た
が
緊
張
の
連
続
で
す
。
面
接
者
は
名
古

屋
の
冨
岡
精
吟
先
生
で
質
問
は
ニ
コ
ニ
コ

と
気
さ
く
に
お
話
し
て
頂
き
、
質
問
に
答

え
な
が
ら
ホ
ッ
と
い
た
し
ま
し
た
。
早
々

に
室
を
後
に
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
試
験

は
不
合
格
で
は
な
い
か
と
思
い
、
今
迄
の

不
勉
強
を
反
省
い
た
ｔ
ま
し
た
。

「詩
中
に
画
あ
り
」
に
魅
せ
ら
れ
て

丸
の
内
第
二
　
一満
橋
　
辰
山

八
年
前
の
あ
る
夏
の
日
、
連
れ
ら
れ
て

丸
二
教
場

へ
、
皆
さ
ん
の
吟
の
上
手
さ
、

熱
心
さ
に
驚
き
、
俺
も
少
し
や

っ
て
み
る

か
と
軽
い
気
持
で
。
然
し
多
少
好
き
だ

っ

た
漢
詩
だ
が

一
向
に
上
手
く
な
れ
ず
、
素

質
も
無
い
し
、
仕
方
な
い
な
あ
と
。
然
ら

ば
詩
と
は
何
ぞ
や
？
少
し
探

っ
て
み
よ
う
、

特
に
中
国
の
詩
を
と
。
当
然
乍
ら
陶
潜
、

李
白
、
杜
甫
、
白
居
易
…
李
白
、
杜
甫
に

つ
い
て
は
生
い
立
ち
か
ら
生
涯
の
両
者
を

比
較
。
李
自
の
瓢
逸
豪
放
、
杜
甫
の
沈
鬱

雄
頸
。
同
じ
時
代
に
生
ま
れ
、
さ
す
ら
い

の
生
涯
も
共
通
だ
が
、
異
な

っ
た
環
境
の

中
で
ど
う
し
て
こ
の
様
な
花
が
咲
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
、
文
学
の
無
限
の
可
能
性
の

示
唆
な
の
か
。

私
が
ひ
か
れ
た
の
は
陶
潜
の
流
れ
を
汲

む
自
然
派
の
詩
人
で
あ
る
王
維
、
張
継
、

杜
牧
等
で
あ
る
。

「
江
南
の
春
』
杜
牧
の

「水
村
山
郭
酒
旗
め
風
」
ま
さ
に
、
は
た

め
く
酒
店
の
旗
、
そ
し
て
山
合
い
の
村
の

風
景
。
ま
た

「鹿
柴
』
王
維
の

「返
景
深

林
に
入
り
復
青
苔
の
上
を
照
ら
す
」
夕
日

の
光
が
深
林
に
射
し
込
み
根
本
の
苔
を
淡

く
照
ら
し
て
い
る
、
何
と
も
言
え
な
い
風

景
画
で
あ
る
。
圧
巻
は
杜
牧
の

「独
柳
』

「
佳
人
折
る
に
忍
び
す
恨
望
し
て
繊
手
を

回
す
」

一
本
の
柳
の
下
で

「今
頃
あ
の
人

は
何
処
を
ホ
ッ
つ
き
歩
い
て
い
る
や
ら
」

遠
く
を
眺
め
細
や
か
な
綺
麗
な
手
と
柳
の

枝
、
深
水
か
夢
路
が
描
い
た
ら
如
何
ば
か

り
か
。

人
生
は
い
つ
で
も
こ
れ
か
ら
だ

ハ
ザ
マ
　
中
川
　
睦
山

平
成
十
七
年
度
　
準
師
範
筆
記
試
験

日
時
　
十

一
月
三
日
　
十
時
開
始

会
場
　
サ
ン
ワ
ー
ク
か
な
が
わ

通
知
を
受
け
て
緊
張
し
た
。
筆
記
試
験

の
経
験
は
あ
る
け
れ
と
、
あ
の
時
以
来
の

あ
の
時
が
思
い
出
せ
な
い
位
久
し
振
り
で

気
が
重
い
。
親
切
な
先
輩
が
去
年
の
出
題

か
ら
今
年
の
傾
向
を
予
想
し
て
く
れ
る
。

久
し
振
り
に
勉
強
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
、
宗
家
信
条
は
全
部
書
け
る
。

、
本
年
度
岳
精
流
指
標
は
覚
え
た
。

、
詩
吟
修
得
手
帳
心
得
は
暗
記
に
時
間

か
か

っ
た
が
、
何
と
か
書
け
る
。

四
、
宗
家
の

「月
の
こ
と
ば
」
の
中
か
ら

特
筆
す
べ
き
も
の
を
選
べ
と
問
わ
れ
れ

ば
、
岳
精
語
録

（四
）
を
改
め
て
熟
読

し
て
次
の
こ
と
ば
を
選
ば
せ
て
も
ら
う
。

平
成
十
六
年
五
月
の
こ
と
ば

人
生
は
い
つ
で
も
　
ンこ
れ
か
ら
だ

吟
も
　
い
つ
で
も
　
，こ
れ
か
ら
だ

初
心
を
忘
れ
ず
　
精
進
し
よ
う
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会
社
に
長
い
間
勤
め
て
定
年
を
迎
え
て

も
、
そ
れ
て
人
生
は
終
り
で
は
な
い
。
人

生
に
定
年
は
な
い
。

受
験
勉
強
の
お
陰
で
、
宗
家
先
生
の
心

の
教
え
に
触
れ
て
頑
張
ろ
う
と
の
気
持
が

奮
い
立

つ
。
改
め
て
先
生
に
感
謝
し
た
い
。

そ
し
て
試
験
終
了
。
準
師
範
は
こ
れ
か
ら

の
長
い
修
業
の

一
里
塚
、
こ
の
資
格
に
相

応
し
い
実
力
を
身
に
つ
け
る
努
力
こ
そ
が

“
い
つ
で
も
こ
れ
か
ら
だ
”
で
あ
る
。

い
ず
れ
準
師
範
ら
し
く
自
信
を
持

っ
て
吟

じ
た
い
も
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
作
業
は
急
が
ね
ば
な
る
ま
い
。

責
任
の
重
さ
を
肝
に
銘
じ
て

清
水
　
湯
山
　
申
山

平
成
八
年
十

一
月
、
大
槻
鉾
山
副
教
場

長
に
勧
め
ら
れ

「興
を
遣
る
の
吟
」
伊
達

政
宗
と

「舟
大
垣
を
発
し
桑
名
に
赴
く
」

頼
山
陽
を
最
初
に
学
習
し
て
か
ら
、
あ

っ

と
い
う
間
の
九
年
の
歳
月
で
し
た
。

此
の
間
飯
国
会
長
、
磯
田
副
会
長
は
じ

め
、
村
上
教
場
長
以
下
教
場
の
皆
様
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
老
骨
に
鞭
打
ち
つ
つ
継
続

し
て
参
り
ま
し
た
。
特
に
漢
詩
の
必
要
性

を
痛
感
し
、
教
場
長
の
紹
介
で
平
成
九
年

四
月
か
ら
斯
界
市
井
の
漢
学
泰
斗
の
故
小

川
雅

一
郎
先
生
の
講
義
に
参
加
、
数
年
間

旧
暮
里
の
教
室
に
通
い
ま
し
た
。
然
し
不

本
意
な
が
ら
中
途
退
会
し
、
現
在
は
地
域

の
漢
詩
研
究
会
に
参
加
受
講
中
で
す
。
若

い
頃
北
京
官
話
を
勉
強
し
た
も
の
の
果
た

せ
ず
、
漢
詩
を
詩
吟
を
介
し
て
勉
強
す
る

機
会
を
得
ま
し
た
こ
と
を
望
外
の
喜
び
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
ご
推
挙
下
さ

っ
た
栄
え
あ
る

中
伝
準
師
範
に
合
格
し
て
感
慨

一
入
で
あ

り
、
責
任
の
重
さ
を
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
。

ま
だ
未
熟
者
で
す
が
千
代
田
岳
精
会
の

一

員
と
し
て
流
統
の
名
を
汚
す
こ
と
な
く

一

意
専
心
吟
道
の
研
鑽
を
生
涯
学
習
と
し
て

精
進
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
後
共
よ

ろ
し
く
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
岳
精
流
日
本

吟
院
並
に
千
代
田
岳
精
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
会
員
並
に
ご
家
族
の
ご
健
勝
を
祈
念

致
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
欄
　
筆

中
伝
準
師
範
試
験
を
終
え
て

神
田
副
教
場
長
　
池
田
　
康
山

十

一
月
三
日
、
神
田
教
場
の
仲
間
と

一

緒
に
試
験
会
場

へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
久

し
振
り
入
学
試
験
の
よ
う
な
緊
張
感
を
味

わ
い
ま
し
た
。
全
国
か
ら
大
勢
の
方
達
が

集
ま
り

一
通
り
試
験
に
関
す
る
説
明
が
有

り
い
よ
い
よ
筆
記
試
験
の
開
始
で
す
。
千

代
田
は
前
以
て
模
擬
テ
ス
ト
を
し
て
頂
い

た
お
陰
で
、
少
し
落
着
い
て
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
あ
と
、
石
井
精
禎
先
生
の
面

接
、
ま
ず
教
室
で
最
初
に
必
ず
真
善
美
を

唱
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
何
の
為
で
す

か
？
と
の
質
問
に

一
瞬
戸
惑
い
ま
し
た
が
、

何
と
か
自
分
の
考
え
を
述
べ
無
事
終
了
。

ど

っ
と
汗
が
出
て
き
ま
し
た
。

千
代
田
に
入
会
し
て
早
や
九
年
余
り
、

い
よ
い
よ
準
師
範
の
資
格
を
得
ら
れ
る
ま

で
頑
張

っ
た
ん
だ
と
、
つ
く
づ
く
感
慨
深

い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
こ
れ

ま
し
た
の
も

一
重
に
会
長
、
副
会
長
、
教

場
長
や
良
き
仲
間
に
支
え
ら
れ
た
お
陰
と

感
謝
い
た
し
ま
す
。
試
験
が
終

っ
た
後
に

皆
で
早
々
祝
い
の
会
、
全
員
疲
れ
を
吹
き

飛
ば
し
、
こ
れ
か
ら
も
益
々
頑
張
ろ
う
と

励
ま
し
合
い
な
が
ら

一
日
を
終
え
ま
し
た
。

自
分
に
厳
し
く
を
心
に
き
ざ
み

東
陽
町
　
細
田
　
舞
山

試
験
当
日
、
Ｊ
Ｒ
川
崎
八
時
集
合
。
準

師
範
試
験
に
臨
み
ま
し
た
。
何
と
な
く
落

着
か
ず
こ
の
歳
に
し
て
不
安
で

一
杯
で
し

た
。
駅
に
着
く
と
先
生
が
待

っ
て
い
て
下

さ
り
二
人
で
試
験
場
に
向
か
い
ま
し
た
。

人
で
溢
れ
ん
ば
か
り
の
広
い
会
場
ゝ
色

々
説
明
が
な
さ
れ
た
後
、
答
案
用
紙
が
配

ら
れ
試
験
が
始
ま
り
ま
し
た
。
二
人
机
、

隣
の
女
性
が
ガ
タ
ガ
タ
音
を
立
て
、
筆
入

を
落
し
た
り
と
ま
あ
落
着
か
な
い
の
に
は
、

さ
す
が
の
私
も
思
考
を
乱
さ
れ
落
着
い
て

見
直
し
も
出
来
ず
、
頭
に
き
て
不
満
だ
ら

け
で
提
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

次
に
個
人
面
接
が
あ
り
ま
し
た
。

ロ
ビ

ー
で
暫
く
待
た
さ
れ
ま
し
た
が
、
始
ま
る

と
以
外
に
早
く
、
二
人
三
分
～
五
分
位
で

進
み
ま
し
た
。
先
生
と
は
五
米
位
離
れ
て

一
対

一
で
す
。

「
ど
う
し
て
詩
吟
に
入
り
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ま
し
た
か
？
」
と
動
機
を
聞
か
れ
ま
し
た
。

軍
人
だ

っ
た
兄
の
事
を
話
し
ま
し
た
。
酒

は
飲
め
々
々
飲
む
な
ら
ば
…
黒
田
節
の
声

が
頭
に
浮
か
ん
で
来
ま
す
と
。

先
生
を
始
め
吟
友
の
暖
か
さ
に
浸

っ
て
、

こ
う
し
て
こ
の
歳
ま
で
長
く
続
け
ら
れ
た

事
を
深
く
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
生
あ
る
限
り
去
年
の
岳
精
流
の

指
標
で
あ
る

『
自
分
に
厳
し
く
』
を
心
に

刻
み
、
細
く
長
く
続
け
た
ら
と
祈

っ
て
や

ま
な
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

準
師
範
試
験
を
受
験
し
て

ハ
ザ

マ
　
遊
佐
　
峰
山

私
達
は
平
成
八
年
五
月
に
ハ
ザ

マ
詩
吟

同
好
会
を
結
成
し
、
同
時
に
岳
精
流
日
本

吟
院
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
、

ハ
ザ

マ
教
場

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
詩
を
吟
じ

た
の
は
五
月
七
日
で
、
吟
題
は

「江
南
の

春
」
で
あ

っ
た
事
を
思
い
だ
し
ま
す
。

爾
来
八
年
数

ヵ
月
、
飯
国
会
長
、
磯
田

副
会
長
の
適
切
な
ご
指
導
、
特
に
鈴
木
教

場
長
の
熱
の
こ
も

っ
た
、
し
か
も
暖
か
い

ご
指
導
で
楽
し
く
吟
じ
続
け
て
参
り
ま
し

た
。
今
ま
で
八
回
の
昇
伝
審
査
を
受
け
、

一
昨
年
は
中
伝
を
、
昨
年
は
五
段
を
認
許

さ
れ

「峰
山
」
と
い
う
雅
号
を
頂
き
ま
し

た
。
毎
年
の
審
査
を
受
け
て
い
れ
ば
自
然

に
段
伝
位
は
上
が
る
も
の
と
思

っ
て
い
ま

し
た
が
、
教
場
長
か
ら
本
会
の
許
証
規
定

に
よ
る
昇
格
基
準
を
見
せ
ら
れ
、
奥
伝
、

皆
伝
等
高
い
許
証
を
授
け
ら
れ
る
に
は
筆

記

・
面
接

・
論
文
等
厳
し
い
試
験
に
合
格

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
知
り
ま
し
た
。

受
験
に
当
り
、
副
会
長

・
教
場
長
の
特

別
研
修
を
受
け
ま
し
た
が
、
先
生
方
が
岳

精
流
統
を
学
ぶ
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
よ

く
勉
強
し
、
自
ら
の
力
を
高
め
る
努
力
を

さ
れ
て
お
ら
れ
る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

高
い
許
証
を
頂
く
事
が
目
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
先
生
方
の
話
を
理
解
し
、
研
修

後
自
宅
で
も
勉
強
し
、
試
験
当
日
は
そ
れ

な
り
に
高
点
を
得
ら
れ
た
も
の
と
思

っ
て

お
り
ま
す
。
先
生
方
の
特
別
研
修
と
同
僚

の
励
ま
し
も
あ

っ
て
、
こ
の
度
中
伝
準
師

範
に
合
格
さ
せ
て
頂
き
光
栄
に
思

っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
老
骨
に
鞭
打

っ
て
、
岳

精
流
統
を
学
び
吟
道
に
邁
進
す
る
覚
悟
で

す
。久

し
振
り
の
筆
記
試
験

清
水
　
西
川
　
を不
山

十

一
月
三
日
開
催
の

「師
範

・
準
師
範

試
験
は
筆
記
試
験
を
伴
う
も
の
で
、
幾
ら

齢
を
重
ね
て
も
筆
記
の
二
字
が
付
さ
れ
た

だ
け
で
精
神
的
な
重
圧
が
か

ゝ
る
。

吟
友
の
中
に
は
、
正
規
の
流
統
詩
吟
を

習
得
し
よ
う
と
の
考
え
で
入
会
し
た
の
に
、

人
様
を
教
え
る
資
格
を
得
る
受
験
を
す
る

仰
山
な
気
分
に
は
到
底
な
れ
な
い
と
の
事

で
参
加
し
な
か

っ
た
人
が
い
た
事
は
事
実

で
あ
る
。
今
更
な
が
ら
と
い
う
事
で
あ
ろ

う
。
私
は
、
折
角
八
年
間
習
得
し
て
き
た

（正
し
い
発
声
、
正
し
い
音
程
、
正
し
い

ア
ク
セ
ン
ト
、
的
確
な
る
詩
心
表
現
、
礼

節
を
重
ん
じ
た
態
度
を
学
ん
で
き
た
）
以

上
と
の
気
持
と
、
事
前
の
試
験
の
特
別
研

修
も
あ
り
気
楽
な
気
分
で
受
験
し
た
。

答
案
用
紙
を
見
な
が
ら
、
若
か
り
し
頃

の
受
験
の
模
様
が
脳
裏
に
浮
か
び
、
当
時

い
わ
れ
た
事
、
即
ち
解
答
は
自
分
の
出
来

る
答
か
ら
先
に
記
述
す
る
こ
と
の
鉄
則
に

倣

っ
て
実
行
終
了
し
た
。

今
後
は
、
千
代
田
の
本
来
か
ら
の
目
的

で
あ
る
吟
友
三
百
名
を
目
標
と
す
る
吟
友

の
獲
得
と
、
吟
の
更
な
る
習
得
の
研
鑽
に

努
め
精
進
し
た
い
。

準
師
範
に
合
格ハ
ザ

マ
　
一局
橋
　
暁
山

こ
の
度
、
準
師
範
の
合
格
通
知
を
頂
い

て
光
栄
の
至
り
で
す
。
私
達
の
詩
吟
の
練

習
は
、
鈴
木
教
場
長
、
と
き
に
は
飯
国
会

長
が
指
導
さ
れ
ま
す
が
、
必
ず
宗
家
信
条

「真
善
美
」
と

「岳
精
会
会
詩
」
松
回
月

城
作
を
合
吟
し
て
か
ら
練
習
を
始
め
る
事

に
な

っ
て
い
ま
す
。
入
会
時
に
は
何
か
違

和
感
が
あ

っ
た
が
、
今
は
岳
精
会
の
教
育

で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。

百
吟
は
百
薬
に
勝
る
と
言

っ
て
い
る
。

自
分
達
も
今
か
ら
素
直
な
気
持
に
な

っ
て

岳
精
語
録
を
信
じ
て
詩
を
吟
ず
る
こ
と
で
、

真
な
る
も
の
　
善
な
る
も
の
　
美
な
る
も

の
が
自
分
の
心
と
な
れ
ば
、
自
分
の
心
は

健
康
の
基
と
な
り
、
家
族
共
々
に
幸
せ
な

毎
日
を
送
る
事
が
出
来
る
。
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一漢

回
円
園
□
国
都
長
安
は
戦
乱
の
た
め
に
破

壊
さ
れ
て
し
ま

っ
た
が
、
自
然
の
山
や
河

は
昔
ど
お
り
に
残

っ
て
い
る
。
こ
の
城
内

は
春
に
な

っ
て
も
、
草
木
が
深
く
生
い
茂

裁
春
に
し
て
革
木
深
し
　
　
　
　
　
　
　
一
っ
て
い
る
の
み
で
、
人
影
す
ら
見
え
な
い
。

時

に
感
じ
て
は
花
に
も
演
を
浅
ざ

自
分
は
こ
の
痛
ま
し
い
時
世
に
感
じ
て
、

別
れ
を
恨
ん
で
は
島
に
も
心
を
驚
か
す
　
一
平
和
な
春
な
ら
ば
花
を
見
て
楽
し
い
は
ず

一　

新
教
場
の
ご
挨
拶

津
え
二
月
に
逹
り

な
の
に
、
か
え

っ
て
花
を
見
て
は
涙
を
は

一　
　
　
　
新
宿
教
場
長
　
橋
本
　
淳
山

家
書
万
金
に
抵
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ら
は
ら
と
流
し
、
家
族
と
の
別
れ
を
恨
み

台
頭
接
け
ば
え
に
短
く
　
　
　
　
　
　
　
一
悲
し
ん
で
、
心
を
慰
む
べ
き
は
ず
の
鳥
の

昨
年
の
十

一
月

一
日
に
、
女
性
七
名
、

浮
べ
て
審
に
勝
え
ざ
ら
ん
と
欲
す
　
　
　
一
声
に
も
心
を
驚
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。　
一
男
性
六
名
計
十
三
名
で
、
新
宿
教
場
を
ス

戦
火
は
三
か
月
も
の
長
い
問
続
き
、
家
族

一
タ
ー
ト
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

れ

て

い
た
　

花

に
も

涙

を

餞
ぎ

…

花

を
見

一
対

比

さ

せ

て
感

慨

に
耽

る

。

後

半

は
国

を

一
の

一
念

で
、
気

が
付

け
ば

教

場

。
一
日

標

に

て
も
涙
を
は
ら
は
ら
と
流
す
　
別
れ
を
恨

一
憂
い
妻
子
を
思
い
、
心
労
に
よ
っ
て
急
激

一
向

っ
て
い
く
事
の
楽
し
さ
と
厳
し
さ
も
、

韓酵暖和輌は制∝躙嘲ぶ嚇駒一殴ゴ
一硼鋼網孵
鋪畔猟刺痴り様蛯観など微
一な獄確
「頼剰陳徴』榊鞘炭↑酷証ｒ脚

』兼組覆蔵囃帥捌］ｒ江“梢榊滋鏃
一に衰えた身を噸いまキ喘プ　　　　一移妙闘螂
＞味しご一ｒ接中は」｝〕螂「

は
尭
村
と
い
う
地
方
に
逃
れ
、
杜
甫
は
賊

一

一　
　
　
　
一
を
全
員
で
味
わ

っ
て
い
ま
す

軍
に
長
安
に
幽
閉
さ
れ
て
い
た
　
蜂
火
…

こ
れ
か
ら
も
生
き
生
き
伸
び
や
か
に

敵
襲
を
知
ら
せ
る
狼
煙
。
戦
火
の
意

二
月
…
三
か
月
。
長
い
問
　
家
書
…
家
族

か
ら
の
便
り
　
万
金
に
抵
る
…
沢
山
の
金

額
に
相
当
す
る
意
で
、
非
常
に
手
に
入
り

一　

　

　

　

‐
１

　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
一
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
‐
す
Ｉ

詩

清
水
副
教
場
長
　
大
槻
　
鉾
山

難
い
事
を
い
う
　
渾
べ
て
…
す

っ
か
り

警
に
勝
え
ず
…
国
を
憂
い
家
を
思
う
心
労

の
た
め
、
自
髪
が
短
く
薄
く
な

っ
た
の
で

書
を
髪
に
挿
し
て
も
持
た
な
い

綱
宿
毅
場
十

一
月

一
日
付
け
で
昇
格

一
年
前
に
分
室
と
し
て
発
足
し
た
新
宿

が
、
日
覚
ま
し
い
会
員
獲
得
と
、
林
神
田

教
場
長
の
ご
支
援
で
、
僅
か

一
年
と
言
う

ス
ピ
ー
ド
で
千
代
田
九
番
目
の
教
場
に
昇

格
し
ま
し
た
。
や

ゝ
高
齢
化
現
象
の
見
ら

れ
る
千
代
田
の
若
返
り
の
柱
と
し
て
、
今

後
益
々
の
発
展
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

（ニハ
）

時一］か・拗一卸【俸コ一障いに熙】・す‐今てい
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平
成
十
八
年
度
昇
伝
審
査
吟
題

前
号
で
発
表
の
漢
詩
に
続
き
短
歌
、
俳

◇

ハ
ザ

マ
教
場

中
内
　
博
司
氏

（十
二
月
入
会
）

ハ
ザ

マ
Ｏ
Ｂ
の

「社
友
会
懇
談
会
」

の
席
上
、
二
宮
祥
泉
さ
ん
の
名
吟
を
聴

き
、
即
入
会
の
決
意
を
固
め
た
と
の
こ

と
。
初
日
の
教
場
練
習
で
、
早
速
連
吟

を
か

っ
て
出
て
、
見
事
な
吟
に
先
輩
諸

氏
を
唸
ら
せ
ま
し
た
。
十
五
年
の
キ
ャ

リ
ア
を
持
つ
園
芸

（ラ
ン
）
と
磯
釣
り

が
趣
味
。
昭
和
十
六
年
生
ま
れ
。
当
教

場
最
若
手
の
ホ
ー
プ
で
す
。

◇
新
宿
教
場

手
塚
　
勝
子
さ
ん

（七
月
入
会
）

加
藤
有
泉
さ
ん
に
誘
わ
れ
、
詩
吟
を

聞
い
た
事
も
な
い
し
、
難
か
し
そ
う
で

迷

っ
て
い
ま
し
た
が
、　
一
度
見
学
を
と

勧
め
ら
れ
、
神
日
の
カ
ラ
オ
ケ
館
で
橋

本

・
酒
井
先
生
に
お
会
い
し
発
声
練
習
。

和
気
露
々
と
し
た
教
室
の
雰
囲
気
に
、

お
腹
か
ら
声
を
出
し
て
ス
ト
レ
ス
の
解

消
に
な
る
し
、
健
康
に
も
よ
く

一
石
二

鳥
で
良
か

っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

松
里
　
裕
子
さ
ん

（七
月
入
会
）

と
て
も
若
く
て
、
明
る
い
お
嬢
さ
ん

を
迎
え
、
皆
喜
ん
で
い
ま
す
。
名
前
は

「
ひ
ろ
子
さ
ん
」
教
場
長
の
親
戚
で
廿
三

歳
。
若
さ
の
強
み
で
し
ょ
う
か
、
伸
び

の
あ
る
奇
麗
な
高
声
が
さ
ら
さ
ら
と
出

て
き
ま
す
。
外
資
系
の
会
社
勤
務
で
、

一
日
中
英
語
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
会
の
動
機
は
先
生
が
と
て
も
楽
し
そ

う
な
の
で
、
魅
か
れ
た
と
の
事
で
し
た
。

岡
部
　
貞
男
氏

（十
月
入
会
）

酒
井
帆
山
さ
ん
の
元
職
場
の
大
先
輩

で
す
。
九
州
男
子
で
長
身
の
ス
ラ
リ
と

し
た
ヨ
カ
男
で
す
。

テ
ニ
ス
が
趣
味
で
、
毎
日
曜
日
に
は

一
日
中

コ
ー
ト
に
立
た
れ
る
と
の
事
、

明
る
い
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
す
。
た
だ
、

一
寸
躯
を
こ
わ
さ
れ
た
と
か
で
、
吟
を

や
る
こ
と
で
身
体
の
内
か
ら
の
健
康
回

復
を
目
指
し
た
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
和
田
　
神
泉
氏

（
ハ
ザ

マ
教
場
）

十
月
十

一
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
八
十
六
歳
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、　
一
年
の
齢
を
重
ね
て
春
を
迎
え

る
。
去
り
し

一
年
は
政
治
的
に
大
変
革
の

年
だ

っ
た
が
、
民
営
化
の
絶
叫
に
マ
ス
コ

ミ
も
大
多
数
の
国
民
も
踊

っ
て
、
危
険
な

領
域
に
入
り
つ
つ
あ
る
感
じ
だ
。
建
物
の

構
造
全
体
の
確
認
検
査
の
大
ミ
ス
、
税
金

の
引
上
げ
、
医
療
保
険
の
負
担
増
、
近
隣

諸
国
と
の
国
際
摩
擦
、
そ
し
て
憲
法
の
改

正
と
な
る
と
軍
靴
の
響
き
が
聞
こ
え
て
来

そ
う
。
続
発
す
る
児
童
殺
害
事
件
も
政
治

と
無
関
係
で
は
な
い
。
こ
の
国
民
に
、
こ

の
政
府
。
こ
れ
が
戦
争
を
体
験
し
、
戦
後

の
奇
跡
的
復
興
を
担

っ
て
き
た
我
々
の
世

代
を
含
め
た
民
意
で
は
無
い
は
ず
と
無
性

に
思

っ
て
い
ま
す
。
　

　

　

　

（八
日
）

句
が
決
定
し
ま
し
た
。

中
伝
　
短
歌

天
の
原

夏
は
来
ぬ

奥
伝
　
俳
句

夕
立
が

閑
か
さ
や

阿
倍
仲
麻
呂

吉
井
　
　
勇

種
田
山
頭
火

松
尾
　
芭
蕉

【
新

会

員

紹

介
】

◇
丸
の
内
女
子
教
場

磯
田
　
昭
子
さ
ん

（八
月
入
会
）

磯
田
副
会
長
の
奥
様
。
以
前
よ
り
お

誘
い
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
趣
味
の
旅

行
に
当
教
場
の
山
手
遥
泉
、
板
橋
裡
泉
、

本
多
敦
子
さ
ん
達
も
度
々
参
加
、
そ
の

折
の
勧
め
の
お
陰
で
、
や

っ
と
見
学
に

見
え
健
康
の
た
め
に
も
と
、
早
速
入
会

を
決
意
さ
れ
ま
し
た
。

８
本
の
美
声
で
末
が
楽
し
み
で
す
。

大
倉
　
明
彦
氏

（十
月
入
会
）

明
治
安
田
印
刷
配
送
欄
の
現
役
の
方

で
す
。
時
々
コ
ピ
ー
を
お
願
い
の
折
、

張
り
の
有
る
い
い
声
に
、
初
対
面
か
ら

詩
吟
を
お
誘
い
し
て
て
ま
し
た
。
当
教

場
の
黒

一
点
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
心
強

い
期
待
の
星
で
す
。

と
て
も
熱
心
で
私
達
に
と

っ
て
も
良

い
刺
激
に
な
り
そ
う
で
す
。
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